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東
京
都
知
事
選
で
戦
争
賛
美
の
田
母
神

候
補
が
60
万
票
。
街
頭
で
「
侵
略
戦
争
、

南
京
事
件
、
従
軍
慰
安
婦
は
全
部
ウ
ソ

だ
」
と
演
説
す
る
と
聴
衆
か
ら
拍
手
が

湧
い
た
と
い
う
。
応
援
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経

営
委
員
・
百
田
尚
樹
氏
も
同
様
の
発
言

を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
発
言
を
明
確
に

非
難
し
な
い
安
倍
首
相
も
思
想
的
に
は

同
じ
と
み
て
い
い
。
極
右
的
政
治
勢
力

の
台
頭
と
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

高
揚
。
か
つ
て
の
戦
争
は
な
ぜ
回
避
で

き
な
か
っ
た
の
か
、
戦
争
を
阻
止
す
る

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
。
ま
ず
は
自

分
の
歴
史
認
識
を
磨
く
こ
と
だ
。

21日㈮　全国町村職総決起集会（東京都）
22日㈯　病院づくりセミナー（～ 23日・東京都）
25日㈫　連合北海道第４回憲法講座（札幌市）
28日㈮　第２回自治研推進委員会（札幌市）
　　　　�北海道公務労協春闘勝利！給与制度見直し

反対北海道総決起集会（札幌市）

２月

５日㈬　�連合北海道2014春季生活闘争全道総決起集
会（札幌市）

３月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

◇集約状況

◇取り組み期限

52,371筆
２月28日（金）まで

『給与制度の総合的見直し』反対 署名実施中！

第２次集約

怒りの声を
署名にこめよう！

29万筆全道
達成しよう！

※集約した署名は３月５日のブロック別中央行動・交渉に持ち込みます！

２月※ 18日現在

筆単組・総支部 83,280169

原発のない北海道の実現を求める
「全道100万人」署名集約状況

２月24日まで

公
政
権
打
倒
に
む
け
、
今
か

ら
準
備
を
は
じ
め
、
今
年
予

定
の
中
間
自
治
体
選
挙
す
べ

て
を
勝
ち
抜
き
、
来
年
以
降

の
た
た
か
い
を
進
め
て
い

く
。

　

組
合
員
・
家
族
や
未
来
を

生
き
る
子
ど
も
や
孫
の
た
め

に
、
も
う
一
度
力
を
振
り
絞

っ
て
政
治
闘
争
の
再
構
築
と

統
一
自
治
体
選
挙
・
衆
参
の

国
政
選
挙
闘
争
の
必
勝
に
む

け
て
、
と
も
に
た
た
か
い
に

立
ち
上
が
ろ
う
。

　

政
治
課
題
に
つ
い
て
は
、

安
倍
内
閣
が
、
衆
・
参
両
議

院
選
挙
で
圧
勝
し
た
結
果
、

一
層
反
動
的
な
政
治
に
拍
車

を
か
け
、
原
発
や
改
憲
な
ど

の
政
策
は
民
意
を
得
て
い
な

い
。
次
の
政
治
闘
争
の
大
き

な
山
場
は
、
１
年
後
の
知
事

選
を
頂
点
と
す
る
統
一
自
治

体
選
挙
で
あ
り
、
そ
の
１
年

後
に
は
衆
参
の
国
政
選
挙
が

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
政
治
闘

争
で
、
反
安
倍
勢
力
の
総
結

集
を
は
か
り
、
勝
利
し
、
自

組
織
化
と
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
に
む
け
て
、
一
大
闘

争
と
し
て
今
後
展
開
し
て
い

く
。
ま
た
、「
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
」
反
対
の
取
り

組
み
と
も
し
っ
か
り
結
合

し
、
精
一
杯
職
場
・
地
域
で

た
た
か
い
を
展
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

地
方
財
政
の
確
立
に
む
け

た
取
り
組
み
、
男
女
平
等
産

別
統
一
闘
争
推
進
の
取
り
組

み
も
、
今
春
闘
期
の
中
で
大

き
な
課
題
だ
。

い
、
個
人
消
費
を
増
や
し
内

需
を
拡
大
し
て
い
く
意
外

に
、
景
気
回
復
は
あ
り
得
な

い
。
５
年
ぶ
り
に
ベ
ア
要
求

を
掲
げ
て
た
た
か
う
今
年
の

春
闘
の
大
き
な
命
題
だ
。

　

連
合
運
動
・
自
治
労
運
動

に
し
っ
か
り
結
集
し
、
今
春

闘
勝
利
に
む
け
て
、
全
力
を

あ
げ
て
た
た
か
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
務
職

場
に
お
け
る
「
官
製
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
」
と
称
さ
れ
て
い

る
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の

求
人
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
る

結
果
だ
。
労
働
者
の
雇
用
の

改
善
・
賃
金
労
働
条
件
の
回

復
・
改
善
は
、
も
は
や
待
っ

た
な
し
と
い
う
状
況
だ
。

　

今
こ
そ
、
雇
用
の
安
定
的

拡
大
・
賃
金
の
引
き
上
げ
・

底
上
げ
を
本
気
に
な
っ
て
行

　

春
闘
に
つ
い
て
は
、「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
っ
て
、
景

気
回
復
が
し
て
き
た
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
我
々
働
く
も

の
の
実
感
は
な
い
。
雇
用
情

勢
も
良
く
な
っ
て
き
て
い
る

か
に
見
え
る
が
、
就
業
者
数

が
減
り
、
非
正
規
労
働
者
の

化
・
拡
大
、
臨
時
・
非
常
勤

等
職
員
、
消
防
職
員
を
含
め

た
組
織
化
に
む
け
、
単
組
・

げ
を
控
え
、
理
由
づ
け
の
た

め
大
企
業
に
対
し
法
人
税
な

ど
の
減
税
を
背
景
に
、
賃
金

引
き
上
げ
を
要
請
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
正
規
・
非
正
規
・
組

織
・
未
組
織
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
働
く
も
の
の

基
本
賃
金
の
引
き
上
げ
、
処

遇
改
善
を
実
現
す
る
た
め
、

地
域
の
仲
間
と
連
帯
し
て
た

た
か
い
を
す
す
め
る
。

　

ま
た
、
春
闘
は
１
年
の
賃

金
・
労
働
条
件
闘
争
の
ス
タ

ー
ト
で
あ
り
、「
労
使
関
係
ル

ー
ル
に
関
す
る
基
本
要
求

書
」
の
提
出
と
、
妥
結
事
項

の
書
面
化
や
「
要
求
―
交
渉

―
妥
結
」
の
交
渉
サ
イ
ク
ル

確
立
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
反
対
の
取
り
組
み
も
こ

の
春
闘
期
に
は
重
要
な
課
題

と
な
る
。
今
後
、
組
織
の
強

　

今
春
闘
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
と
称
し
た
経
済
対
策
に

よ
り
、
一
部
の
企
業
が
恩
恵

を
受
け
て
い
る
の
み
で
、
多

数
の
中
小
企
業
の
経
営
や
国

民
生
活
の
向
上
へ
は
何
も
寄

与
し
て
い
な
い
。
政
府
は
４

月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上

　

中
央
委
員
会
で
は
、
経
過

報
告
、
２
０
１
３
秋
期
闘
争

総
括
、
２
０
１
４
春
闘
方
針
、

当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
を
提

起
し
、
参
加
者
か
ら
、
経
過

に
４
人
、
方
針
に
10
人
の
発

言
が
あ
っ
た
（
２
～
３
面
参

照
）
。

地
方
本
部
・
道
本
部
が
一
体

と
な
り
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

　

道
本
部
は
２
月
６
日
、
自
治
労
会
館
で
第
１
１
８
回

中
央
委
員
会
を
開
き
、
３
２
４
人
（
う
ち
女
性
30
人

９
・
25
％
）
が
参
加
し
た
。
２
０
１
４
春
闘
方
針
、
当

面
の
闘
争
方
針
を
決
定
し
、
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
に
反
対
す
る
決
議（
案
）と
反
核
・
脱
原
発
社
会
実
現

に
む
け
た
決
議（
案
）と
闘
争
宣
言（
案
）を
採
択
し
、
組

織
の
総
力
を
あ
げ
て
た
た
か
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま

た
、新
た
に
、監
査
委
員
・
臨
時
執
行
委
員
を
選
出
し
た
。

道本部第118回中央委員会

基本賃金引き上げに全力！
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」絶
対
阻
止
！

政
治
闘
争
の
再
構
築
に

立
ち
上
が
ろ
う

対自治体闘争ゾーンの取り組み

具体的戦術
２月17日㈪～24日㈪　要求書提出
２月17日㈪～３月末　組合旗掲揚
３月５日㈬　　　　　回答指定日
３月６日㈭～13日㈭　重点交渉期間
３月11日㈫～14日㈮　腕章着用
３月14日㈮　　　　　超勤拒否・主

張拒否
対自治体闘争自治労道本部統一行動
29分時間内くい込み集会

道本部第118回
中央委員会特集号

４ 面

・女性交流・政治集会
・職場だより
・チャレンジ！チルドレン・ファースト
・おーさかさんの徒然だより
・忙中余話

２ ３～ 面

・中央委員会質疑、答弁
・あいはらくみこ国政報告会
・おいしいものプレゼント当選者

道
本
部
あ
い
さ
つ執行委員長・山上 潔

（２月18日現在）

　

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
は
、
地
域
民
間
の
水

準
に
併
せ
て
給
与
を
引
き
下

げ
る
、
削
減
あ
り
き
の
見
直

し
で
あ
る
。
地
域
の
賃
金
ベ

ー
ス
と
な
っ
て
い
る
公
務
員

給
与
引
き
下
げ
は
、
各
種
団

体
や
民
間
企
業
に
波
及
し
、

地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
ま
た
、
今
回
の
見

直
し
は
地
方
交
付
税
を
削
減

す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、

地
方
財
政
確
立
の
観
点
か
ら

も
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
。

「
総
合
的
見
直
し
」
を
阻
止

す
る
た
め
、
人
事
院
あ
て
要

請
署
名
は
、
目
標
を
組
合
員

×
５
筆
、
全
道
で
29
万
筆
と

し
、
全
力
を
あ
げ
る
。
ま

「
総
合
的
見
直
し
」反
対
！
署
名
に
全
力

地
域
の
仲
間
と
連
携
し
た
た
か
う

た
、
泊
原
発
再
稼
働
阻
止
、

大
間
原
発
建
設
反
対
に
む
け

た
「
原
発
の
な
い
北
海
道
の

実
現
を
求
め
る
『
全
道
１
０

０
万
人
』
署
名
は
２
月
末
が

期
日
。
目
標
の
１
０
０
万
筆

を
め
ざ
し
全
力
を
あ
げ
る
。

　

本
中
央
委
員
会
で
、
新
た

に
松
本
洋
監
査
委
員
（
留
萌

市
労
連
）、
竹
中
慶
吉
臨
時

執
行
委
（
赤
平
市
職
労
）
を

選
出
し
、
函
館
市
公
共
サ
ー

ビ
ス
労
働
組
合
の
新
規
加
盟

を
承
認
し
た
。

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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中 間
自治体
選 挙

北
見
市
議
選
候
補
と

七
飯
町
長
選
候
補
に
推
薦
状

当選者発表

答えは、 労働組合北海道本部」「全日本

　新年号「自治労北海道『2014地本のイチ
オシおいしいものプレゼント』」に305通、
新年号の感想も含めてご応募をいただきま
した。今年は35人に各地本から商品をお届
けいたします。
　【問題・自治労道本部の正式名称は？『全
日本○○○○労働組合北海道本部』】の答え
は『自治団体』。
　今年のおいしいもの一番人気は『渡島地
本・八雲町職労・お楽しみ!「海産物の福

袋』に80通の応募がありました。二番人気
は『宗谷地本・浜頓別町職・海産物詰め合
わせセット』と『道本部の品・しっとりや
わらかバウムTSUMUGI』にそれぞれ32通、三
番人気は『網走地本・しじみ商品詰め合わ
せ』に21通の応募がありました。
　ご応募いただいたみなさま、ありがとう
ございます。またご協力いただいた地方本
部・単組のみなさまに感謝申し上げます。
ありがとうございました。

当

選

者

【
石
狩
・
北
広
島
市
職
労

「
き
た
ひ
ろ
春
巻
き
・
コ
ロ

ッ
ケ
セ
ッ
ト
」
３
人
】
瀬
川

達
也
（
増
毛
町
職
）、
岩
島
満

美
子
（
松
前
町
労
連
）、
渡
辺

誠
（
厚
真
町
職
）【
後
志
・
岩

内
町
職
「
に
し
ん
が
八
セ
ッ

ト
」
２
人
】
佐
藤
貴
子
（
全

道
庁
労
連
渡
島
総
支
部
）、上

田
直
子
（
深
川
市
職
労
）【
上

川
・
富
良
野
市
労
連
「
ふ
ら

の
ワ
イ
ン
」
１
人
】
横
山
千

鶴
子
（
赤
平
市
職
労
）【
留

萌
・
天
塩
町
職
「
し
じ
み
ラ

ー
メ
ン
・
ｃ
ｈ
ｕ
ｃ
ｈ
ｕ
プ

リ
ン
セ
ッ
ト
」
２
人
】
中
村

都
枝
子
（
釧
路
市
役
所
ユ
ニ

オ
ン
）、
奥
津
建
太
郎
（
紋
別

市
労
連
）【
宗
谷
・
浜
頓
別
町

職
「
海
産
物
詰
め
合
わ
せ
セ

ッ
ト
」２
人
】
仁
藤
有
希
（
池

田
町
職
）、栄
田
久
美
子
（
函

館
市
職
労
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

労
組
）【
渡
島
・
八
雲
町
職
労

「
海
産
物
福
袋
」
１
人
】
堀

和
恵
（
札
幌
市
職
連
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
労
組
）【
檜
山
・
全

道
庁
労
連
檜
山
総
支
部
「
ト

マ
ト
ひ
つ
じ
肉
詰
め
合
わ

せ
」
２
人
】
上
田
哲
弘
（
全

道
庁
労
連
釧
路
総
支
部
）
、
幸

美
代
子
（
函
館
市
職
労
）【
空

知
・
北
竜
町
職
「
黒
千
石
大

豆
セ
ッ
ト
」
３
人
】
髙
越
暁

子
（
札
幌
市
職
連
）、
山
下
里

美
（
伊
達
市
労
連
）、
賀
集
雅

隆
（
岩
見
沢
市
職
）【
胆
振
・

登
別
市
職
労
「
赤
鬼
セ
ッ

ト
」１
人
】
佐
々
木
翔
平
（
留

萌
市
労
連
）【
日
高
・
新
冠
町

（
共
和
町
職
）【
十
勝
・
足
寄

町
職
労
「
木
苺
セ
ッ
ト
」
３

人
】
河
合
孝
芳
（
厚
岸
町

職
）
、
青
木
緋
佳
里
（
斜
里
町

労
連
）
、吉
田
亨
平
（
幕
別
町

職
）【
釧
根
・
釧
路
市
役
所
ユ

ニ
オ
ン
「
釧
路
市
地
酒
セ
ッ

ト
」
１
人
】
鷹
觜
寧
（
新
冠

町
職
）【
本
部
の
品
・
２
人
】

惣
田
花
寿
（
札
幌
病
職
）
、
山

岡
鶴
生
、（
富
良
野
市
労
連
）

【
道
本
部
の
品
・「
し
っ
と

り
や
わ
ら
か
バ
ウ
ム
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
」
10
人
】
繁
泉
理

絵
（
芦
別
市
職
労
）、
永
井
将

憲
（
八
雲
町
職
労
）、
小
野
淳

（
鹿
追
町
職
）、
萩
原
千
明

（
せ
た
な
町
職
）、
吉
村
和
夫

（
札
幌
市
職
連
）、
宮
坂
衛

（
旭
川
病
職
）、
西
尾
峰
男

（
芽
室
町
職
）、
祐
川
隆
志

（
留
萌
市
労
連
）、
吉
本
祐
子

（
砂
川
市
職
労
）、
宮
崎
優
子

（
士
幌
町
職
）

（
以
上
、
敬
称
略
）

職
「
特
産
品
（
鮭

と
ば
ほ
か
）」
１

人
】
石
井
光
郎

（
札
幌
市
職
連
）

【
網
走
・
大
空
町

職
「
し
じ
み
商
品

詰
め
合
わ
せ
」
１

人
】
宮
崎
勝
雄

自 治 団 体

おいしいもの
プレゼント

2014

地本のいち
おし

　

女
性
部
で
は
、
12
月
～
４

月
の
「
女
性
の
権
利
確
立
強

化
月
間
」
に
、
女
性
交
流
集

会
・
政
治
学
習
会
な
ど
春
闘

と
連
動
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
要
求
づ
く
り
か

ら
全
過
程
に
女
性
が
主
体
的

に
関
わ
り
、
春
闘
・
男
女
平
等

産
別
闘
争
・
給
与
制
度
の
見

直
し
反
対
の
た
た
か
い
を
積

極
的
に
取
り
組
む
。

　

青
年
部
で
は
「
賃
金
学
習

の
強
化
」
「
政
治
闘
争
」
「
交

流
集
会
運
動
強
化
」
の
取
り

組
み
を
進
め
る
。
青
年
も
積

極
的
に
交
渉
に
参
加
し
、
学

 

帯
広
市
長
選
が
３
月
に
行

 

再
任
用
制
度
や
今
後
の
定

年
延
長
を
見
据
え
、
高
齢
化

が
進
む
職
場
を
考
え
た
時
、

高
年
齢
層
職
員
の
健
康
管
理

と
職
場
環
境
の
改
善
が
必

要
。
安
全
衛
生
委
員
会
未
設

置
や
機
能
し
て
い
な
い
自
治

体
も
多
く
、
秋
期
闘
争
で
統

一
的
な
要
求
が
で
き
る
よ
う

運
動
構
築
を
求
め
る
。

 

道
当
局
は
12
月
に
１
年
間

の
独
自
削
減
延
長
を
提
案
し

て
き
た
。
以
降
、
総
決
起
集

会
、
三
角
柱
、
署
名
に
取
り

組
み
、
結
果
と
し
て
削
減
率

を
１
％
圧
縮
、
査
定
昇
給
原

資
に
よ
る
若
年
層
へ
の
配
分

を
求
め
、「
今
後
検
討
す
る
」

と
確
認
を
行
っ
た
。

　

能
力
実
績
主
義
的
な
運
用

拡
大
を
食
い
止
め
る
た
た
か

い
を
、
春
闘
期
に
取
り
組

む
。

　

公
共
民
間
は
、
自
治
体
の

委
託
料
削
減
で
給
与
等
に
影

響
を
及
ぼ
す
。
公
契
約
条
例

制
定
を
強
く
求
め
る
。
労
働

法
制
規
制
緩
和
は
労
働
者
の

　

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の

組
織
率
は
３
％
に
満
た
な
い

状
況
。
自
治
労
は
３
年
間
を

集
中
期
間
と
し
て
臨
時
・
非

常
勤
等
職
員
の
雇
用
上
限
撤

廃
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と

し
て
い
る
。
連
絡
会
議
も
学

習
会
や
オ
ル
グ
で
組
織
拡

大
・
処
遇
改
善
に
む
け
て
取

り
組
む
決
意
。

　

道
内
保
育
所
に
対
す
る
労

働
局
是
正
勧
告
報
道
が
あ
っ

た
。
保
育
集
会
で
は
サ
ー
ビ

ス
残
業
の
常
態
化
や
賃
金
の

低
さ
は
非
正
規
も
同
じ
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
是
正
勧
告

に
従
っ
て
も
正
し
く
運
用
さ

せ
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
。

労
働
条
件
・
処
遇
改
善
に
む

け
た
取
り
組
み
が
急
務
。

　

現
在
平
均
▲
15
％
の
独
自

　

「
現
業
セ
ミ
ナ
ー
」
で
現
業

職
場
の
実
態
、
労
働
組
合
の

役
割
、
給
与
制
度
見
直
し
を

学
習
し
た
。
現
業
職
に
お
い

て
も
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
が
検
討
さ
れ
、
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。
今
後
も
学

習
を
深
め
、
反
対
の
取
り
組

み
や
自
治
体
対
策
が
必
要
。

　

国
の
政
策
・
制
度
に
左
右

さ
れ
10
年
に
わ
た
り
、
給
与

独
自
削
減
が
余
儀
な
く
さ
れ

て
き
た
。
地
域
住
民
・
職
員
一

丸
と
な
っ
た
こ
と
や
民
主
党

政
権
下
で
地
方
交
付
税
の
確

保
・
増
額
が
あ
り
現
在
は
黒

字
決
算
と
な
り
財
政
指
標
の

基
準
を
ク
リ
ア
す
る
に
至
っ

た
。
政
治
の
決
定
が
賃
金
を

は
じ
め
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
経
験

　

再
建
計
画
か
ら
７
年
が
経

過
。
今
後
14
年
に
渡
る
再
生

振
替
特
例
債
の
元
利
償
還
が

始
ま
る
。
硬
直
し
た
財
政
の

中
で
、
施
設
管
理
や
高
齢
化

対
策
な
ど
、
市
政
に
問
題
が

生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
市
の

中
心
的
な
管
理
職
や
若
年
層

職
員
が
生
活
苦
に
よ
り
辞
め

て
い
る
。
職
員
全
体
の
賃
上

げ
で
改
善
さ
れ
る
よ
う
、
取

り
組
み
を
進
め
る
。

佐藤中央委員

伊藤中央委員

（名寄市職労）

（津別町職）

塚越中央委員
（浜頓別町職）

廣川中央委員
（札幌市労）

入澤中央委員
（赤平市職労）

女
性
が
主
体
的
に
関
わ
る

■

渡邊中央委員
（富良野市労連）

組
織
強
化
で
自
治
労
運
動
前
進

■

西島中央委員
（帯広市労連）

市
長
選
で
現
職
を
支
持

■

高
齢
層
職
員
の
職
場
改
善

■

柴田中央委員
（渡島地本）

さ
ら
な
る
組
織
強
化
・
拡
大

■

千葉中央委員
（全道庁労連）

独
自
削
減
１
％
圧
縮

■

鷲津中央委員
（室蘭事業協会労組）

安
易
な
解
雇
に
反
対

■

（札幌市職連）
伊藤中央委員

学
習
会
・
オ
ル
グ
で
組
織
拡
大

■

労
働
条
件
・
処
遇
改
善
急
務

■

沖田中央委員
（留萌市労連）

独
自
削
減
圧
縮
に
む
け
交
渉

■

給
与
制
度
見
直
し
に
危
機
感

■

給
与
削
減
の
経
験
伝
え
る

■

職
員
全
体
の
賃
上
げ

■

経
過
に
対
す
る
質
疑

道
本
部
答
弁
（
方
針
） 来

賓
あ
い
さ
つ

方
針
に
対
す
る
質
疑

藤
盛
副
委
員
長

難
波
副
委
員
長

推薦状を受けとる横井書記長（北見市労連）

推薦状を受けとる小林副委員長（七飯町労連）

　

２
０
１
４
春
闘
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
暮
ら
し
の
「
底
上

げ
」「
底
支
え
」「
格
差
是

正
」、
す
べ
て
の
働
く
も
の

の
月
例
賃
金
に
こ
だ
わ
り
、

総
力
を
あ
げ
て
た
た
か
う
。

春
闘
か
ら
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
欲
し

い
。
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
を
守
る

取
り
組
み
に
労
働
組
合
の
存

在
意
義
が
あ
る
。

　

安
倍
政
権
は
対
話
で
な

く
、
力
で
政
策
の
実
現
を
は

か
っ
て
い
る
。
今
起
き
て
い

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。

　

萎
縮
す
る
こ
と
な
く
前
向

き
な
気
持
ち
が
物
事
を
切
り

開
く
力
と
な
る
。
自
治
労
総

体
が
そ
の
力
を
も
っ
て
前
進

し
て
い
け
る
よ
う
祈
念
す

る
。

　

日
頃
地
域
で
の
民
主
党
の

活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援
に

感
謝
。
今
国
政
の
流
れ
は
危

険
で
あ
り
、
今
後
民
主
党
の

存
在
感
を
示
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
。
来
年
４
月
の
統
一

自
治
体
選
挙
の
勝
利
、
ま
た

民
主
党
の
再
生
に
む
け
全
力

を
あ
げ
て
い
く
。
み
な
さ
ま

の
激
励
を
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
す
る
。

連合北海道

道平和運動フォーラム

民主党北海道

工藤会長

中村代表

勝部幹事長

左からえりも町職・宝金さん・白老町職・本間さん

議長団就任あいさつ
「給与制度の総合的見直し」

をはじめとした春闘方針等重

要な議案について議論がされ

る。スムーズな議事進行にご

協力を。

　

道
労
働
局
か
ら
の
保
育
職

場
に
対
す
る
是
正
勧
告
の
問

題
に
つ
い
て
、
道
本
部
と
し

て
連
合
北
海
道
と
労
働
局
に

足
を
運
び
、
ま
た
自
治
労
本

部
と
も
国
会
・
省
庁
対
策
を

協
議
し
て
い
る
。
保
育
職
場

に
限
ら
ず
、
36
協
定
が
必
要

な
職
場
も
あ
り
、
ま
ず
は
各

自
治
体
で
の
実
態
把
握
・
点

検
が
重
要
。

　

政
治
闘
争
に
つ
い
て
は
、

普
段
か
ら
政
治
を
意
識
し
て

取
り
組
め
る
か
が
重
要
。
ま

何
が
何
で
も
集
め
き
り
、
明

確
な
反
対
の
意
思
と
し
て
提

出
し
て
い
き
た
い
の
で
、
各

単
組
の
取
り
組
み
を
お
願
い

す
る
。
ま
た
首
長
へ
の
要
請

に
つ
い
て
も
こ
の
場
で
再
度

意
思
統
一
し
た
い
。

た
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
に
流
さ

れ
て
労
働
者
の
視
点
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
青
年
部
は
も
と
よ
り
、

基
本
組
織
も
含
め
て
学
習
の

機
会
が
必
要
と
考
え
る
し
、

道
本
部
と
し
て
も
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
合

わ
せ
て
帯
広
と
七
飯
か
ら
中

間
自
治
体
選
挙
の
発
言
も
あ

っ
た
。
安
倍
政
権
を
変
え
る

に
は
、
国
政
選
挙
だ
け
で
は

な
く
中
間
自
治
体
選
・
統
一

選
か
ら
国
の
政
治
の
流
れ
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

全
道
の
仲
間
と
連
携
強
化
を

は
か
り
な
が
ら
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

公
契
約
条
例
制
定
を
求
め

る
取
り
組
み
は
、
今
一
度
仕

切
り
直
し
て
住
民
に
し
っ
か

り
と
意
義
を
訴
え
る
取
り
組

み
が
必
要
。
住
民
の
生
活
を

守
る
は
ず
の
自
治
体
が
、
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
つ
く
っ
て

は
い
け
な
い
、
そ
ん
な
視
点

で
取
り
組
み
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
か
ら
公
共
サ

ー
ビ
ス
基
本
条
例
や
公
契
約

条
例
制
定
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
必
要
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
制
度
自
体
の
是
非
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
一
歩
踏
み
込

ん
だ
議
論
が
必
要
。

　

全
道
庁
の
削
減
は
15
年
に

も
わ
た
り
、
か
つ
こ
の
間
何

度
も
約
束
を
反
故
に
さ
れ
て

き
た
。
人
件
費
に
よ
ら
な
い

財
政
運
営
と
、
約
束
を
守
ら

せ
る
取
り
組
み
を
連
携
し
て

し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
。

　

高
年
齢
層
職
員
の
健
康
管

理
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め

て
各
自
治
体
の
労
安
委
員
会

の
機
能
化
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
共
済
組
合
で
行
っ
て

い
る
健
康
管
理
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
も
組
合
選
出
の

委
員
や
理
事
、
厚
生
対
策
委

員
会
を
通
じ
て
対
応
し
た
い
。

　

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
に
対
し
て
は
、
道
本
部
と

し
て
一
人
５
筆
、
29
万
筆
を

　

留
萌
市
の
独
自
削
減
率
圧

縮
に
む
け
て
道
本
部
も
支
援

す
る
。
ま
た
、
地
財
確
立
の

取
り
組
み
も
し
っ
か
り
行
う
。

　

青
年
か
ら
の
交
渉
参
加
へ

の
要
請
に
つ
い
て
将
来
を
担

う
青
年
層
の
育
成
か
ら
も
中

央
交
流
集
会
の
参
加
体
制
も

含
め
各
単
組
の
理
解
を
。

　

臨
時
・
非
常
勤
の
組
織
化

は
、
成
果
が
上
が
り
つ
つ
あ

る
が
ま
だ
不
十
分
。
春
闘
で

の
処
遇
改
善
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
法
改
正
や
意
見

書
な
ど
、
道
本
部
と
し
て
も

運
動
を
強
化
し
た
い
。

　

指
定
管
理
料
や
委
託
料
は

当
該
労
働
者
の
賃
金
に
直
結

す
る
こ
と
か
ら
、
委
託
料
交

渉
し
て
い
る
単
組
も
あ
る
。

留萌市労連

赤平市職労

松
本
洋
さ
ん

竹
中
慶
吉
さ
ん

　

大
変
な
時
代
だ

が
、
監
査
委
員
と
い

う
立
場
で
し
っ
か
り

運
動
し
て
い
く
。

　

単
組
運
動
の
経
験

を
生
か
し
4
月
か
ら

道
本
部
臨
時
執
行
委

員
と
し
て
頑
張
る
。

あらたな仲間！函館市公共サービス労組
松前病院労組結成で松前町労連に名称変更

　

結
成
に
あ
た
っ
て
函
館
市
職
労

の
支
援
・
協
力
に
感
謝
。
今
後
も

未
加
入
者
の
組
織
拡
大
を
は
か

る
。
嘱
託
臨
時
職
員
の
労
働
条
件

改
善
や
指
定
管
理
者
制
度
の
運
用

な
ど
、
市
職
労
と
新
た
に
市
職
連

と
し
て
運
動
を
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
。

　

病
院
前
事
務
長
の
退
職
を
め
ぐ

っ
て
、
医
師
が
辞
職
願
を
出
す
事

態
と
な
り
松
前
町
の
住
民
・
地
域

医
療
を
守
る
た
め
に
立
ち
上
が
っ

た
。
道
本
部
・
地
方
本
部
に
支
援

を
い
た
だ
き
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

函
館
市
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
組

工
藤
委
員
長

松
前
町
立
病
院
労
組

�

木
田
書
記
長

村井中央委員
（夕張市職労）

　

女
性
交
流
集
会
、
政
治
集

会
を
経
て
の
決
意
に
敬
意
を

表
す
る
。「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
反
対
署
名
」
に
女

性
部
が
先
頭
に
立
ち
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

　

夕
張
の
問
題
は
、
本
部
対

策
委
員
会
で
も
議
論
を
継
続

し
て
い
る
。
職
員
が
生
活
で

き
る
処
遇
を
求
め
、
自
治
体

の
果
た
す
役
割
を
向
上
さ
せ

道
本
部
答
弁
（
経
過
）

大
出
書
記
長

監査委員道本部 新旧

たたかいの成果と課題を全国の仲間と討論・交流しよう！

2014年７月11日～13日（※北海道は10日出発）

2014年２月４日㈪　第１次集約
　　　３月末　　　参加者確定・報告

※お問い合わせは道本部青年部
� 瀧口・岡まで

第19回
自治労青年女性
中央大交流集会

と　き

山梨県山中湖村「山中湖交流プラザ きらら」（周辺民宿に宿泊）ところ
参加報告

組
織
強
化
で

自
治
労
運
動
前
進
‼

習
や
交
流
で
得
た
こ
と
を
単

組
で
の
実
践
に
つ
な
げ
る
た

め
、
主
体
的
な
行
動
を
展
開

し
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
か

ら
自
治
労
運
動
の
前
進
に
つ

な
げ
る
。

　

春
闘
期
に
さ
ら
な
る
組
織

強
化
・
拡
大
に
む
け
、
学
習
会

を
行
う
。
従
前
よ
り
運
動
が

取
り
組
め
て
い
な
い
が
、
運

動
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た

め
、
運
動
を
強
化
す
る
。

 

組
織
内
町
長
選
挙
は
、
町
労

連
一
致
団
結
し
て
頑
張
る
こ

と
を
誓
う
。
全
道
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
。

小林中央委員
（七飯町労連）

町
長
選
で
一
致
団
結
す
る

■

り
、『
富
め
る
も
の
は
さ
ら
に

儲
か
る
』
よ
う
に
政
策
転
換

を
画
策
し
て
い
る
。
働
く
も

の
の
雇
用
の
改
悪
、
社
会
保

障
の
改
悪
に
対
し
て
、
対
決

し
て
い
く
国
民
運
動
・
社
会

運
動
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
、「
ね
ば
り

強
く
世
論
形
成
の
た
め
努
力

し
よ
う
。
改
め
て
安
倍
政
権

の
暴
走
を
止
め
る
た
め
に
腹

を
据
え
て
た
た
か
う
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
国
政
報
告
会
が

開
か
れ
、
あ
い
は
ら
参
議
は
、

「
通
常
国
会
で
の
補
正
予
算

の
審
議
は
２
月
末
か
ら
始
ま

る
。
社
会
保
障
制
度
や
労
働

法
制
の
改
悪
問
題
な
ど
重
要

な
こ
と
が
審
議
さ
れ
る
。
安

倍
政
権
は
、
企
業
重
視
で
あ

　

あ
い
は
ら
く
み
こ
北
海
道

連
合
後
援
会
は
、
２
月
14
日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
で
２
０
１
４
年

度
総
会
を
開
い
た
。

　

中
沢
後
援
会
会
長
は
、

「
支
援
い
た
だ
い
た
自
治
労
・

支
援
労
組
な
ど
の
み
な
さ
ん

が
、
あ
い
は
ら
参
議
を
今
後

も
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

出
身
産
別
と
し
て
道
本

部
・
大
出
書
記
長
が
お
礼
を

述
べ
た
。

あ
い
は
ら 

く
み
こ

北
海
道
連
合
後
援
会
総
会

世論形成のため
地道に努力

総会と国政報告会には80人が参加した

を
伝
え
て
い
く
。
竹
中
臨
時

執
行
委
員
を
支
え
る
決
意
。

削
減
に
つ
い
て
、
２
月
に
入

り
、
一
律
５
％
と
い
う
提
案

が
あ
っ
た
。
単
組
議
論
で
、

給
与
回
復
は
新
規
採
用
の
抑

制
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
見

は
あ
っ
た
も
の
の
、
今
後
、

圧
縮
に
む
け
て
交
渉
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

わ
れ
る
。
４
年
前
、
１
３
８

票
差
で
市
長
と
な
っ
た
現
・

米
沢
市
長
は
フ
ー
ド
バ
レ
ー

を
は
じ
め
、
十
勝
管
内
の
活

性
化
政
策
を
進
め
、
他
の
市

町
村
や
経
済
団
体
か
ら
も
評

価
さ
れ
て
お
り
、
組
合
員
か

ら
の
支
持
も
高
い
。
対
立
候

補
は
い
な
い
が
、
選
挙
戦
が

あ
る
も
の
と
し
て
取
り
組
み

を
進
め
る
。

る
た
め
に
最
低
限
職
員
の
生

活
保
障
が
必
要
。
今
後
も
協

力
・
支
援
し
て
い
く
。

　

赤
平
か
ら
臨
時
執
行
委
員

に
現
委
員
長
を
選
出
い
た
だ

き
感
謝
。
自
公
政
権
で
自
治

体
の
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
。
道
本
部
役
員
と
し

て
単
組
で
の
経
験
を
発
揮
し

て
ほ
し
い
。

　

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
で
技
能
・
労
務
職
賃

金
の
見
直
し
が
出
さ
れ
て
い

る
。
給
与
制
度
見
直
し
を
さ

せ
な
い
「
入
り
口
」
の
取
り

組
み
が
重
要
。
決
議
や
署
名

の
取
り
組
み
に
集
中
し
組
合

員
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い

全
体
で
や
り
き
る
こ
と
が
大

事
。
制
度
の
中
身
は
今
後
具

体
的
な
対
応
策
を
構
築
す

る
。

安
易
な
解
雇
に
つ
な
が
る
た

め
反
対
を
。
指
定
管
理
者
制

度
は
、
雇
用
の
安
定
化
に
む

け
た
方
策
を
す
る
べ
き
。

　

公
共
民
間
労
組
は
、
今
春

闘
で
全
単
組
が
要
求
書
を
提

出
・
交
渉
・
確
認
を
す
る
決

意
。
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連
合
へ
の
派

遣
研
修
が
終
わ

り
、
昨
年
11
月
、

２
年
ぶ
り
に
道

本
部
に
も
ど
っ

た
が
、
そ
の
こ

と
が
認
知
さ
れ

て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
も
っ
と
い
え
ば
、

自
治
労
に
は
戻
っ
て
こ
な
い

と
考
え
て
い
た
人
も
い
る
よ

う
だ
が
…
。
現
在
は
、
組
織

部
を
担
当
し
、
３
カ
月
、
息

つ
く
間
も
な
く
、
春
闘
に
突

入
し
て
い
る
。

　

２
年
間
の
派
遣
研
修
で
、

連
合
に
お
け
る
自
治
労
の
位

置
や
役
割
を
改
め
て
認
識
し

た
。
自
治
労
が
労
働
界
に
お

け
る
今
の
位
置
に
あ
る
の

は
、
地
域
運
動
か
ら
組
織
が

強
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
と

認
識
し
た
。
し
か
し
、
他
の

産
別
も
含
め
合
理
化
が
進

み
、
地
域
運
動
も
弱
ま
り
、

共
闘
運
動
そ
の
も
の
が
弱
体

化
し
て
き
て
い
る
。

　

今
春
闘
は
、「
政
府
が
経
済

界
に
賃
上
げ
要
請
」
を
行
っ

た
。
地
域
と
連
帯
し
て
、
賃

上
げ
を
勝
ち
と
る
た
め
、
道

本
部
は
、「
積
極
的
に
地
域
の

労
働
者
と
連
携
し
春
闘
を
た

た
か
う
」
と
い
う
春
闘
方
針

を
確
立
し
た
。
職
場
定
数
の

見
直
し
、
人
員
削
減
な
ど
、

厳
し
い
情
勢
下
に
は
あ
る

が
、
今
こ
そ
、
地
域
に
お
け

る
自
治
労
の
役
割
を
発
揮
す

る
時
だ
。
共
闘
運
動
の
再
構

築
を
め
ざ
し
頑
張
ろ
う
。

�

（
佐
々
木
直
人
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

38人が参加し、再任用制度について学習を深めた

【
上
川
地
本
発
】
上
川
町
職

労
で
は
、
昨
年
12
月
17
日
に

再
任
用
制
度
学
習
会
を
開
催

し
、
38
人
の
組
合
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

上
川
町
職
員
の
再
任
用
制

度
は
、
14
春
闘
期
で
の
決
着

を
め
ざ
し
て
当
局
と
継
続
協

議
中
で
す
。
そ
の
前
段
の
取

り
組
み
と
し
て
、
具
体
的
な

要
求
を
確
立
す
る
た
め
の
学

習
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
道
本
部
賃
金
労

働
部
の
根
本
次
長
を
迎
え
、

再
任
用
制
度
導
入
に
関
す
る

議
論
経
過
や
道
内
自
治
体
の

制
度
運
用
実
態
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
参
加
し
た
組
合

員
か
ら
は
、「
将
来
的
な
定
年

延
長
を
見
据
え
な
が
ら
、
再

任
用
職
員
が
責
任
を
も
っ
て

仕
事
で
き
る
賃
金
、
労
働
条

件
が
必
要
で
し
ょ
う
」
と
感

想
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
制
度

内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
再
任
用
職
員
を
受
け
入

れ
る
職
場
の
あ
り
方
や
自
ら

の
働
き
方
を
考
え
合
う
貴
重

な
機
会
と
な
り
、
要
求
の
全

体
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
習
会
の
取
り

組
み
か
ら
確
立
さ
れ
た
組
合

の
要
求
を
当
局
に
叩
き
つ

け
、
再
任
用
職
員
が
や
り
が

い
を
も
っ
て
働
け
る
職
場
環

境
の
実
現
を
め
ざ
し
て
交
渉

を
進
め
て
い
き
ま
す
。（
上
川

町
職
労
・
書
記
長
・
金
野
哲

也
）

学
習
会
で
要
求
確
立

　

１
月
27
日
、
道
内
１
８
１

保
育
所
で
労
基
法
な
ど
の
違

反
が
見
つ
か
り
、
労
働
局
が

是
正
勧
告
を
行
っ
た
と
い
う

報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
道
本

部
が
労
働
局
に
確
認
し
た
内

容
に
つ
い
て
こ
の
欄
で
は
紹

介
し
き
れ
ま
せ
ん
が
、
２
月

７
日
発
行
の
道
本
部
社
福
評

ニ
ュ
ー
ス
第
３
号
に
詳
し
く

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
配

布
対
象
で
は
な
い
職
場
に
勤

務
し
て
い
る
が
読
ん
で
み
た

い
と
い
う
方
は
、
遠
慮
な
く

道
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
勧
告
に

よ
っ
て
保
育
士
の
賃
金
や
労

働
条
件
の
改
善
（
と
い
う
よ

り
は
適
正
化
と
言
う
べ
き
で

し
ょ
う
か
）
が
は
か
ら
れ
る

よ
う
、
認
可
庁
で
あ
る
道
と

札
幌
、
旭
川
、
函
館
の
３
市

に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
指
導

力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

た
だ
、
違
法
行
為
が
あ
っ

た
と
し
て
も
必
ず
し
も
悪
意

に
よ
る
も
の
と
い
う
訳
で
は

な
く
、
労
働
法
規
に
関
す
る

理
解
不
足
に
よ
る
場
合
も
多

い
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
是
正

さ
せ
る
の
は
第
一
義
的
に
は

労
働
組
合
の
役
割
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と

い
う
一
件
で
し
た
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

労働条件・環境改善は
労働組合の役割

㊱

女
性
交
流
集
会

　

教
育
へ
の
政
治
介
入
の
強
化
、
政
権
に

都
合
の
よ
い
教
科
書
検
定
へ
の
転
換
、
道

徳
の
特
別
な
科
目
化
、
学
力
テ
ス
ト
の
学

校
別
結
果
の
公
表
な
ど
、
安
倍
政
権
の
教

育
政
策
が
暴
走
し
て
い
る
。

　

教
育
を
通
し
て
、
と
き
の
政
権
の
価
値

観
を
押
し
付
け
る
と
、
政
権
に
都
合
の
良

い
人
材
だ
け
が
重
用
さ
れ
、
政
権
に
批
判

的
な
方
が
疎
ん
じ
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま

る
。

　

逆
に
、
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
合
う

こ
と
、
も
の
ご
と
を
多
面
的
に
見
る
こ
と
、

教
育
に
は
こ
う
し
た
基
本
認
識
が
必
要
だ
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
の
主
権
者

と
し
て
、
政
権
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
力

を
的
確
に
養
う
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　

安
倍
政
権
は
主
権
者
の
力
を
弱
め
、
国

家
の
将
来
を
危
う
く
す
る
懸
念
が
強
い
。

私
た
ち
は
何
と
し
て
も
、
安
倍
政
権
の
暴

走
を
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
２
月
10
日
、
函
館
市
に
て
）

安
倍
政
権
の
暴
走
止
め
る

⑦

状
況
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

ま
ず
は
、
署
名
や
周
り
の
人

に
伝
え
た
い
」「
日
常
に
追
わ

れ
、
す
で
に
過
去
の
こ
と
と

感
じ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
風
化
さ
せ
て
は
い
け

な
い
と
強
く
思
っ
た
」「
同
じ

自
治
体
の
仲
間
の
た
め
に
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か

考
え
た
い
」
な
ど
と
い
う
感

想
が
出
さ
れ
た
。

「
官
・
民
問
わ
ず
、
現
場
で

働
く
方
の
放
射
線
に
対
す
る

安
全
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な

い
」「
非
日
常
が
長
く
続
く

と
、
そ
れ
が
日
常
の
一
部
に

な
っ
て
し
ま
い
、
普
通
で
は

な
い
こ
と
に
慣
れ
を
感
じ
て

し
ま
っ
て
い
る
」
と
、
福
島

の
仲
間
の
実
態
を
報
告
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
テ
レ
ビ

な
ど
で
は
知
る
こ
と
の
な
い

も
の
を
廃
案
に
す
る
た
め
に

ど
う
す
る
の
か
？
」
と
い
っ

た
質
問
が
あ
り
、
あ
い
は
ら

さ
ん
は
「
民
主
党
は
５
つ
の

対
案
を
出
し
て
い
る
。
長
い

た
た
か
い
に
な
る
が
、
廃
案

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、「
福
島
の
自
治
体

職
員
の
現
状
」
と
題
し
、
自

治
労
本
部
松
澤
女
性
部
長

が
、「
通
常
業
務
の
ほ
か
に
、

除
染
作
業
が
増
え
、
何
が
主

の
業
務
か
わ
か
ら
な
い
」

　

２
日
の
「
女
性
政
治
学
習

会
」
で
は
、
は
じ
め
に
、「
国

政
報
告
・
政
治
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
、
あ
い
は
ら
く

み
こ
参
議
が
講
演
し
た
。
あ

い
は
ら
参
議
は
「
特
定
秘
密

保
護
法
は
危
険
な
法
律
だ
。

現
在
廃
案
に
む
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
危
機
感
を
持

ち
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
か
ら
「
国
家
秘
密
法

案
を
廃
案
に
持
っ
て
い
く
と

い
う
が
、
国
会
を
と
お
っ
た

う
こ
と
が
必
要
」
と
い
う
意

見
や
『
定
年
ま
で
働
く
と
い

う
こ
と
』
の
分
散
会
で
は

「
定
年
ま
で
働
き
続
け
る
た

め
に
は
、
職
場
環
境
が
重
要
。

組
合
や
仲
間
と
と
も
に
仕
事

量
を
適
正
に
す
る
べ
き
だ
」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

事
を
両
立
さ
せ
る
に
は
、
自

治
体
の
育
児
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
職
場
改
善
が
必
要
。
周
囲

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う

な
子
育
て
支
援
策
が
あ
る
と

い
い
の
で
は
。
組
合
活
動
も
、

み
ん
な
で
負
担
が
軽
減
で
き

る
体
制
づ
く
り
、
協
力
し
合

ト
。
そ
れ
ぞ
れ
が
プ
ラ
イ
ド

を
持
ち
、
学
習
を
す
る
な
ど

努
力
の
積
み
重
ね
が
必
要

だ
」
と
話
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
職
場
の
雰
囲
気
を
変

え
る
た
め
に
『
あ
い
さ
つ
』

を
実
践
し
て
い
こ
う
と
思
っ

た
」「
自
分
が
価
値
を
決
め
る

の
で
は
な
く
、
相
手
が
価
値

を
決
め
る
。
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
考
え
る
と
い
う
の

は
、
何
か
を
行
う
う
え
で
不

可
欠
な
モ
ノ
の
見
方
だ
と
感

じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
、「
自
治
労
青
年
女

性
オ
キ
ナ
ワ
平
和
の
旅
」
に

参
加
し
た
北
斗
市
職
労
・
森

昌
子
さ
ん
、
滝
川
市
職
労
・

林
美
穂
さ
ん
の
報
告
と
５
つ

の
テ
ー
マ
の
分
散
会
で
議
論

を
深
め
た
。

　

『
子
育
て
・
介
護
を
し
な

が
ら
働
く
と
い
う
こ
と
』
の

分
散
会
で
は
「
育
児
・
介
護

の
た
め
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
選
択
は
、
最

後
に
す
る
べ
き
。
育
児
・
仕

　

「
第
33
回
女
性
交
流
集

会
」
で
は
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
か
ら
見

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
」
と
題
し
、
菅
野
潔
さ
ん

（
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
株
式
会
社
・
代
表
取

締
役
社
長
）
が
講
演
し
た
。

菅
野
さ
ん
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
『
あ
い
さ
つ
』

は
顔
を
あ
げ
て
笑
顔
で
あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
か
ら
、
は

じ
め
て
ほ
し
い
。
住
民
な
ど

初
対
面
の
人
と
打
ち
解
け
る

に
は
、
相
手
の
目
線
に
あ
わ

せ
る
な
ど
寄
り
添
う
こ
と
が

必
要
。
お
も
て
な
し
と
は
、

ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
ハ
ー

　

２
月
１
日
、
自
治
労
会
館
で
第
33
回
女
性
交
流
集
会
、
２
日
に
２
０
１
４
年
度
女
性

政
治
学
習
会
を
開
い
た
。
交
流
集
会
に
は
85
単
組
・
総
支
部
１
６
８
人
が
参
加
、
政
治

学
習
会
に
は
82
単
組
総
支
部
１
５
４
人
が
参
加
し
た
。

「
笑
顔
」で
あ
い
さ
つ

福
島
の
現
状
風
化
し
て
は
な
ら
な
い

政治学習会で、あいはら参議の国政報告と福島の仲間の実態をまなんだ

分教会では、５つのテーマに分かれて議論した＝２月１日、札幌市

女
性
政
治
学
習
会


